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　　　宇都口ひょっとこ踊り

　あすぱる大崎で開催された駅長祭り
に登場した宇都口集落のひょっとこ踊
り。マメシボリの手ぬぐいをかぶった
キツネやひょっとこが笛や太鼓の軽快
なリズムにのって、体全体を使って
ユーモアたっぷりに練り歩きました。
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町民の皆様にお詫び
　この度、本町耕地課の職員が、酒気帯び運転で人身事故を
起こすという不祥事が発生しました。
　これを受けまして、本町の懲戒処分の基準に則り、８月 28
日付で当該職員を懲戒免職処分といたしました。
　これまで、全職員に対し法令遵守及び飲酒運転の禁止につ
きましては、再三厳重に指導してまいりましたが、このよう
な不祥事を起こす結果を招いたことにつきまして、大変重く受
け止めており、町民の皆様には多大なご迷惑をおかけし、町
の信用を著しく傷つけましたことにつきまして、心からお詫
び申し上げます。
　今後につきましては、更なる綱紀粛正に努め、再発防止と
町民の皆様の信頼回復に努めてまいりたいと存じます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　大崎町長　東　靖　弘


